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第１回 霞ケ浦流域治水協議会（仮称） 議事概要 

１. 日 時：令和２年８月６日 (木) 14：00～15:00 

２. 場 所：霞ケ浦河川事務所 水管理棟２階会議室（ＷＥＢ会議） 

３. 出席者：協議会構成員（順不同） 

土浦市長 安藤 真理子（代理：建設部長 岡田 美徳） 

石岡市長 谷島 洋司（代理：都市建設部長 鶴井 重則） 

龍ケ崎市長 中山 一生 （代理：危機管理監 出水田 正志） 

鹿嶋市長 錦織 孝一 

潮来市長 原 浩道 

稲敷市長 筧 信太郎 

神栖市長 石田 進 

行方市長 鈴木 周也（代理：副市長 永峰 英明） 

鉾田市長 岸田 一夫（代理：道路建設課 係長 郡司 明宣） 

小美玉市長 島田 譲一（代理：管理課長 真家 厚） 

美浦村長 中島 栄（代理：総務部長 平野 芳弘） 

阿見町長 千葉 繁 

河内町長 雑賀 正光（代理：都市整備課 係長 五十嵐 英樹） 

利根町長 佐々木 喜章（代理：建設課 課長 中村 敏明） 

香取市長 宇井 成一（代理：建設水道部長 斎藤 栄造） 

茨城県 土木部 河川課長 林 利家 

千葉県 県土整備部 河川整備課長 田村 英記 

気象庁 水戸地方気象台長 伊藤 徹 

水資源機構 利根川下流総合管理所長 仲道 貴士 

国土交通省関東地方整備局 霞ヶ浦河川事務所長：須藤 純一 

（欠席：かすみがうら市長 坪井 透、気象庁 銚子地方気象台長 福田 正人） 

４. 霞ヶ浦河川事務所長挨拶 

流域治水につき、気象変動による水災害リスクの増大に備えるために河川・下水道管理者

等による治水対策に加え、あらゆる関係者による流域全体で行う流域治水へ転換、流域全体

で早急に実施すべき対策の全体像を「流域治水プロジェクト」と示し、ハード・ソフト一体的

な事前防災対策を構築して行くことが重要であり、これは、国土交通省でも「総力戦で挑む、

防災減災プロジェクトとして示された。 

近年、水災害による甚大な被害を受け、河川の能力を超える洪水が発生するものへと意識

を改革し、氾濫に備える防災意識社会の再構築を今後は一層進めて行き、気候変動の影響、

或いは社会状況の変化なども踏まえ、あらゆる関係者が協働して、流域全体で対応する流域

治水への転換を進める必要がある。 
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具体的には氾濫をできるだけ防ぐ対策、被害対象を減少させる対策、また、被害の軽減、早

期復興・復旧のための対策、これらを総合的に多層的に取り組み、「霞ヶ浦流域治水プロジェ

クト」として今年度中の策定を目処に進めて参りたい。 

流域の住民が安全で安心して暮らせる「霞ヶ浦流域」を皆様と一緒に構築をしていきたい。 

５. 議 題 

（１）流域治水プロジェクトとは    （資料１） 

① 気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について 

社会資本整備審議会 答申 令和２年７月 

② 総力戦で挑む防災・減災プロジェクト 

あらゆる関係者により流域全体で行う「流域治水」への転換 

③ 流域治水プロジェクトの推進について 

（２）「霞ヶ浦流域治水協議会（仮称）」について   （資料２） 

① 協議会設立趣旨、協議会規約（案） 

② 協議会の実施事項と今後の進め方について 

③ 流域治水協議会と大規模氾濫減災協議会の枠組みについて 

（３）流域対策の共有と検討について   （資料３） 

   ① 流域における対策事例紹介 

② 流域対策の既存制度紹介 

（４）質疑応答 

６. 議事概要 

（１）流域治水プロジェクトとは（資料１）  

上記について、説明。 

（２）「霞ヶ浦流域治水協議会（仮称）」について（資料２） 

    上記について、説明。 

（３）流域対策の共有と検討について（資料３） 

 上記について、説明。 

（４）質疑応答 

構成員からの意見・質問が無いとこから、協議会規約（案）について（仮称）（案）が削除

され、本日付けの施行に移され、協議会として設立された。 
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７．各自治体からのご意見 

・霞ヶ浦の水位が高い時、常陸川水門が開門できず水位が下げられない状況下での内水氾濫を

発生さない排水口または排水設備の対策を考えるべきである。 

・河川下流域に内水が集まらない様な流域全体の政策が不可欠であり、上流域に貯水施設を設

ける等の大がかりな取組を行わなければ、近年の台風または激甚的な大雨での対応が厳しい。 

・排水機場等施設の老朽化が進み、修理もままならないことから、防災の意味で整備も必要と

なる。 

・霞ヶ浦全体の問題として、利根川水位が高い状況下での常陸川水門開閉操作の情報共有並び

に河川上流域との連携した対策が重要。 

・霞ヶ浦河川事務所でも推進する堤防整備をできるだけ早急に進めて頂きたい。 

・霞ヶ浦支川である県管理河川整備を確実に進めるとともに、住民の適切な避難に繋がる水位

計や監視カメラ増設などによる河川情報の提供充実等、様々なソフト対策を実施する。 

・国・県・市町村等の協力により、防災・減災の取り組みが更に一層推進される事を望む。 

・洪水浸水想定区域図によれば、利根川沿川でのかなりの浸水が予見されるため、しっかりと

霞ヶ浦流域の治水を考えていきたい。 

以 上 


